
注意！コロナの感染急拡大のため 2020年 12月開催の日程を下記へ変更しました。 
 

「救援関西」発足 2９周年の集い 

ヒロシマ・ナガサキ７５年〜ヒバクシャの思いをつなぐ 

2021年 2月 14日（日） 
午後２：００〜４：３０ 

ドーンセンター（５階・セミナー室２） 

（資料代：800 円）地下鉄谷町線または京阪「天満橋」下車・徒歩 10 分 
 

 
 

2020年は広島・長崎に原爆が投下されてから 75年、来年はチェルノブイリ

事故 35年、フクシマ事故 10年の節目の年です。 

しかし、新型コロナウイルスのパンデミックにより、残念ながら私たちの

活動は大きく制限せざるを得ませんでした。「集い」では事務局報告の後、代

表の山科さんの思い、またチェルノブリ・フ 

クシマからのメッセージも紹介します。原爆 

でも原発でも、核によるヒバクによって人生 

を一変させられたヒバクシャの方々の強い 

思い－他の誰にも、自分達のような辛い苦し 

い思いを味わってほしくない、二度と繰り返 

してはならない－を改めて受け止めたいと思います。そして 2020年を振り返

り、このコロナ禍の下でもできる来年 の取り組みを皆さんと共に考えたいと

思います。どうぞご参加下さい。 

なお、感染予防に御協力をお願いします。 

・マスク着用・消毒の徹底をお願いします。 

・体調に不安のある方はすみませんが参加をご遠慮ください。 

・感染急拡大の場合は、「集い」開催の確認をお願いします。 

主催：チェルノブイリ・ヒバクシャ救援関西 
<問合せ>  電話：072-253-4644(いのまた) , 0797-74-6091(たなか), e-mail: cherno-kansai@titan.ocn.ne.jp 

＊プログラム＊ 

1.  ＜事務局報告＞ 被爆７５年の取り組みを振り返り 

チェルノブイリ３５年・フクシマ１０年に向けて 

2. 長崎被爆者・山科和子さん（「救援関西」代表）のメッセージ 
[「国立広島・長崎原爆死没者追悼平和祈念館 平和情報ネットワーク」収録動画より] 

3. チェルノブイリとフクシマからのビデオ・スライド・メッセージ 
- ロシア：「ラディミチ〜チェルノブイリの子どもたちのために」 

- ベラルーシ：「移住者の会」（ジャンナ・フィロメンコさん） 

- フクシマ：事故 10 年を前にした被災地の様子と人々の思い 

４．歌：アカリトバリ さん 

５．討論・アピール 

mailto:cherno-kansai@titan.ocn.ne.jp

